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　大阪公立大学附属植物園の乾燥地エ
リアで育成されている印象的な植物の
1 つが、プヤ・アルペストリス（Puya 

alpestris）である。原産地は南米チリの山岳地帯で、3000 
ⅿ級の高地に生育している。この植物はパイナップル科
の多年草というだけあって、肉厚の葉が重なって放射状
に付く様子はパイナップルにそっくりである。ただし、
葉の幅が 2 ～ 2.5 cm、長さ 60 cm 程度と細長く、葉の
縁には鋭いとげがある点がパイナップルとは異なる。
　花期には伸びた花茎が地上 3 m 近くにまで達し、そ
こから分岐した枝に無数の花をつける。花弁は濃い緑色、
葯は鮮やかなオレンジ色で、たいへん印象的で記憶に残
る花である（写真 1 ～ 3）。この花弁が宝石のヒスイのよ
うな色をしていることにちなみ、岡田博氏（大阪市立大学

名誉教授・当園元園長）によって 2003 年に「ヒスイラン」
と和名が与えられた。開花は不定期であるが、当園では
2019 年、2021 年、2023 年と近年、たびたび開花が見ら
れたため、種子からの育成を試みた。
　原産地ではハチドリがヒスイランのパートナーであ
り、蜜を与える・花粉を運ぶという共生関係を築いてい

 ヒスイランの開花、授粉から定植まで－乾燥地植物の増殖と育成への挑戦－

る。しかし日本にはハチドリが生息していないので、当
園では人の手によって授粉させた。2019 年には園内に
ある 2 株の両方から複数の花茎が伸び開花したので、片
方の株の花粉をその株の雌

め し べ

蕊につける自家受粉と他の株
の花粉をつける他家授粉の両方を行った。その結果、他
家授粉した場合のみ、種子が実った。2021 年の開花の
際にも同様の結果をみたことから、同じ株の花粉は受け
入れない自家不和合性をもつと思われる。なお、開花の
様子の動画が動画共有プラットフォーム YouTube にて
公開されいるので、ぜひご覧いただきたい（https://www.

youtube.com/watch?v=kqxqYTXPshw）。
　1 つの果実の中には 300 ～ 800 粒ほどの種子があり、
その大きさは 2 mm 程度で扁平な形をしている（写真 4

～ 6）。この種子を 8 月と 9 月に播いたところ  、どちら
も約 2 週間後に最初の発芽がみられ、以後次々と芽を出
した（写真 7 ・ 8）。高温（戸外、30℃前後）と低温（室内、15

～ 20℃）の条件下に種子を播いた鉢を置いて比較してみ
たところ、全ての鉢で発芽がみられた。但し高温下に置
いた鉢の発芽率の方が断然高く、発芽後もよく成長し
た。この試みは植物園のある大阪府交野市の気候が原産

写真 1 ： ヒスイランの花茎。 高さは 1 m 以上ある大きな花茎である（2023 年 6 月）。
写真 2 ： 伸びた花茎。 １つの花茎には数十個の花が、根元から順に咲く。
写真 3 ： 濃緑色の花弁、 オレンジ色の葯が印象的なヒスイランの花。
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写真 4 ： 花期が終わったあとの枯れた花茎。

写�真 5 ・ 6 ： 果実の中の種子を全て取り出して並べた様子。 種子の大きさは約 2 
mm で扁平な形をしている。1 つの果実に 300 ～ 800 個の種子が入っている。

写真 7 ： 種子を播いた素焼き鉢。

写真 8 ： 屋外に置いた鉢。 たくさんの実生が芽生えている。
写�真 9 ： 屋外に地植えし、 ビニールで覆った株の様子。 元気に育っている（2024

年 4 月）。

地の気候と比べて高温であると考えられるために行っ
たのだが、結果からは 30℃前後の条件下でも十分に発
芽・成長すること、低温よりもむしろ高温を好む傾向が
あるようにも考えられた。なお、交野市の年平均気温は
15.9℃～ 16.9℃、年降水量は 1600 mm 前後で、チリの
サンティアゴ（標高 520 m）は地中海性気候で年平均気温
14℃、年降水量は 340 mm、サンティアゴの南東 70 km
にあるバニョスモラレス（標高 2000 m）では年平均気温
1.4℃、年降水量は 1190 mm である。発芽した幼苗を翌
年春と秋に 1 株ずつ素焼き鉢に植え替えた。肥料を少量
与えて、雨のかからないわずかに遮光された場所に置き、
水は控えめにした。その後は冬までゆっくりと成長した。
冬期は温室に移動させ春に戸外に置くという作業を繰り

返し、2022 年春に鉢のサイズを大きくして 2 度目の植
え替えをした。
　種子を播いてから約 3 年経過したこの頃から急に成
長速度が上がり、特に 4、5 月の春と 9、10 月の秋の成
長は著しかった。2022 年の秋にはその中の 4 株を園内
乾燥地エリアに定植したが、寒さと湿気の影響か全て枯
死してしまった。防寒のために藁を敷いておいた 2 株も
早々に枯死した。翌年春に再び 3 株を同エリアに定植し
た際には、冬前に各個体をビニールで覆い、湿気がこも
らないように南側を一部開けておいた。その結果、2024
年春には無事に冬を越すことができた。2019 年から約 5
年がたち、次世代が育ちつつある（写真 9）。

（大阪公立大学附属植物園　片岡聡司・名波哲）
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